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マザーレイク21計画の進行管理 
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学術フォーラム

専門家らによる
評価・助言・提言
成果発表・意見交換
（学術委員会の後継）

P

D

C

A学術的観点からの
進行管理

地域フォーラム

流域協議会などによる
地域別の交流・意見交換

県域フォーラム

県域レベルでの市民らの
交流・意見交換

Plan Do Action

第2期計画の
策定

見直し結果を
計画に反映

県民・行政ら
による事業や
施策、活動の

実施

評価を受け
た改善・対応
策の検討

県民主体の
取組や協働
への発展

マザーレイク21計画の進行管理

P

D

C

A地域ごとの
進行管理

P

D

C

A各種個人・団体の
進行管理

Check 琵琶湖総合保全の方向性の確認・評価

びわコミ会議

前年度の琵琶湖環境や
取り組みなどについて、

多様な主体が議論しつつ
評価・提言を行う

市民
団体

民間
企業

農林
漁業

市民
団体

若者
流域
協議会

専門家行政

びわコミ会議

運営委員会

円卓会議の進め方や提示する
資料等について多様なセクター

参加のもと協議

「思い」と「課題」によってゆるやかにつながるプラットフォーム機能

マザーレイクフォーラム
多様な主体が評価・提言を行う円卓会議と分野・地域別フォーラム



指標による評価 

 琵琶湖の「定期健康診断」 

 のべ９３種類の指標、目標値と最新の数値 

 

 最新の数値と過去からの数値の推移を見る。 

 個々の数値に一喜一憂せず、総合的に見る。 

 変化の兆しを見る。 

 

→計画目標に近づいているのか評価する。 





(例)漁獲量や水質など 

(例)下水道普及率など 
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第２期計画目標 
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【ふなずしが生き残るために必要な取り組みTOP5】 
 

１位 琵琶湖へ関心を持つ仕組みや場づくり 

 

２位 ヨシ帯・内湖・水田の物理的なつながりの復元 

 

３位 人びとがつながり、取組に参加する仕組みづくり 

 

４位 （ニゴロブナの生態が見える）モデル地区づくり＋見学 

 

５位 自らつくるオリジナルふなずし 

 

総合討論におけるTOP5の選定 

第1回マザーレイクフォーラム円卓会議（H24.3.25) 
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【第一部】マザーレイク21計画の評価会議 

琵琶湖の現状を各種指標により客観的に把握し、各種施策の効果を評価する評価
会議を開催した。 

 

【第二部】ワークショップ 

「さかなの旅、ふたたび～取り戻そう、山・里・湖のつながり～」のテーマにより、さか
なたちの視点になって、山・里・琵琶湖のつながりをワークショップ形式により、みん
なで考えた。 

また、参加者は、主催者側からの提供資料や現状の説明、パネリストや他の参加者
などからの意見などを受けて、自分や所属する団体など、今年に個人や組織で何が
できるかについて考え、「コミットメント」という形で自分自身等への約束を行った。 

 

第２回マザーレイクフォーラムびわコミ会議（H24.9.16) 



琵 琶 湖 の 諸 元 

 面積 : 670.25km2 

        （滋賀県面積の約１/６）   

        （淡路島より少し大） 

  湖岸線延長: 約 235km 

 貯水量: 約 275億 m3 

    (北湖: 約 273億 m3) 

    (南湖: 約    2億 m3) 

           近畿約1,450万人の水道用水    

 平均深度: 約 41m 

       (北湖:約 43m)  

       (南湖:約   4m) 

 最大深度:103.58m 

 最小幅：琵琶湖大橋の所 

      （守山市～大津市今堅田） 1.35km 
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目標：昭和４０年代前半レベルの流入負荷

・目標達成に近づいている

・しかし、北湖の全リンを除き、環境基準は
未達成

・「難分解性有機物の増加」

「湖の栄養塩バランスの変化」
「降水・降塵の琵琶湖環境への影響」

「新たな有害化学物質の監視」
「深水層の溶存酸素濃度低下」

「気候変動が湖におよぼす影響」

目標：生物生息空間をつなぎネットワーク

・目標はほとんど達成できていない

・とくに、内湖、水陸移行帯の回復の取り組みの
強力な推進が必要

・「水位操作による在来生物への影響」

「南湖における水草の異常繁茂」
「湖底環境の変化」「カワウの増加」

「植物プランクトンの変化」
「総合的な土砂管理」

などの新たな問題

・流域協議会などは住民の主体的な取り組

みを進めるために一定の役割を果たしたが、全
てが当初の考えどおりの役割を果たしたとはい

えない

「マザーレイク２１計画」第１期の評価

琵琶湖を含めた流域を一つの

系とし、一体として保全する視
点の不足

「地球温暖化」「持続可能社会」

「生物多様性」「生態系サービス」

「順応的管理」など

保全のための新たな概念の登場

ライフスタイル

の大きな転
換

事業の優先

順位付け

分野・部局

を超えた取り
組み

積極的な印

象の情報発

信

琵琶湖・淀川水系全体にお

ける琵琶湖の総合保全の必
要性

目標：降水が浸透する森林・農地等の確保

・目標は達成されていない

・水源かん養に寄与する土地の確保、森林の
維持管理、効率的な水利用を図るための施

策を進めることが必要

・「野生鳥獣や病害虫などによる森林被害」
「利用期を迎えた人工林の活用」

などの新たな問題

今後 必要となるも

河川流域単位の取り組み自然的環境・景観保全

水源かん養水質保全



水質 

 1970年代、琵琶湖の最も大きな問題は、水質汚
染だった。 

 環境基準項目は、COD（有機物による汚染）、窒
素、りん（富栄養化の観点）。 

 この30年あまり、県の対策の中心は、「琵琶湖に
流入する汚れを減らすこと」だった。 

 対策(アウトプット)は進んだ。水質（アウトカム）の
一部は対策の結果を表している。 
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目標（2020年） 
91.8% 



下水道高度処理普及率 
※平成20年度(2008年度)末現在 
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水質調査地点図 
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植物プランクトンの状況 

 赤潮の発生は近年減少傾向にある。 

 アオコは閉鎖性の高い水域で発生している。 

 窒素、りんなどの栄養塩類の状況から、富栄養
化の進行は引き続き抑制されていると考えられ
る。 



アオコの発生 
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淡水赤潮の発生 
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琵琶湖の魚介類・生き物の変化 

 フナ、セタシジミ、ホンモロコなど琵琶湖の魚介
類の漁獲量は、近年大きく減少している。 

 大増殖したオオクチバスやブルーギルなどの外
来魚は、駆除やリリース禁止などの取り組みで
推定生息量が減少傾向にある。 

 カワウも駆除の取り組みの結果、この数年は減
少傾向が見られる。 

 近年、南湖で水草が大量に繁茂しており、根こそ
ぎ刈り取りなどの対策を実施している。 

 



年間漁獲量の推移 
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目標(H27) 

2,200トン 

1,301トン(H22) 



フナの漁獲量 
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にごろぶな 

23トン(H22) 

目標(H27) 

75トン 



セタシジミの漁獲量 
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41トン(H22) 

目標(H27) 

130トン 



ホンモロコの漁獲量 
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10トン(H22) 

目標(H27) 

60トン 



外来魚の繁殖 
主な外来魚の推定生息量の推移 
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琵琶湖のカワウ 

(羽) 

琵琶湖にすんでいるカワウの数の変化 
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12,415羽 

(H23春) 

目標 

4,000羽程度 



南湖における水草の繁茂状況 

1997年（H9年） 2007年（H19年）2002年（H14年）

望ましい水草繁茂の状態

　　南湖の群落面積変化（水資源機構調査結果より）
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自然環境保全基礎調査（緑の国勢調査） 環境省 
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178ha 

(H23) 

目標 
昭和30年代の湖辺
のヨシ群落の形状 



出典：滋賀県琵琶湖研究所 「琵琶湖研究－集水域から湖水まで－ 昭和63年」より 

出典：滋賀県琵琶湖研究所 「琵琶湖研究－集水域から湖水まで－ 昭和63年」 

及び、琵琶湖干拓史編集委員会他「琵琶湖干拓史 昭和45年」より 

内湖埋立による干拓地 

内湖の現状 

  既存：２３  

 

内湖の減少 
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The End 
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